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レーダーデータフォーマット変換・解析・可視化ツール「Dra貴」について

ソフトウェアの入手

Linuxに インストールする

環境変数設定

オンラインマニュアル (man形 式 &html形 式)

Windowsに インストールする

低温研レーダーデータの変換方法 (IRIS→ Dra貴)

Drat変 換済データを加工 (PPI、CAPPI、など)&可 視化

Dra貴は、気象研究所の方々を中心とした有志によって開発された、汎用的レーダー解析ソフトウェアで

す。

参考 :

田中恵信、鈴木修 (2000):レーダー解析ソフト"Drarの 開発.日本気象学会2000年 春季大会講演予
稿集P293.    颯粂4i尾_ 毅́ザ1,メデムイイイi]

I

ソフトウェアの入手

研究室内の方はこちらか心どうぞ

(2004年5月時点での最新版drat-1.12.1.tar.gz)

DFa貴管理者 (気象研究所などの有志の方 )々から利用希望者にメールで配布されます。

:注 意点

ミDra貴―MLの過去ログを読んだところ、
ミれば積極的に提供されるようですが、
ミ  .´

また、バージョンアップ情報等はDratメーリングリスト上でアナウンスされます。

詳しくはDra貴―MLの 参加者に聞いてください。

雲科学分野にいるDra貴―ML参 加者 :新井、  たにαlk@ノ 卸 te絶 ′lt。に伝試αlo Q_ι.ノ′

Linuxにインストールする

ソースフアイルの展開;

∫ ::rd子昔羊[_ギl]:lT)・
12.1.tar.9z

lRIS RAWデータから距離分解能値を取得する箇所を修正します。
※必ぶ。ただし、気象庁・気象研のレーダーではこの箇所を修正しなくても問題は発生しないとのことです。

$ vi iris/raw2rt.c
(あるいは $emacs raw2rt.c)

iriS/raw2rt.cの401行 目;

ミ
ミ

無
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を

S

とします。

http://ste‖ar.lowtem.hokudai.ac.jp/tech/draft

nfo―〉range_reso = (double)cLswap(ie,raw_block tt col + 12)/ 100;

nfo―〉range_reso = (double)cLswap(ie,raw_block tt col + 16)/ 100;

CAPPI計算を行なう際の鉛直方向の層の数を「21以上」にしたい場合いヽヽ…ヽ 鳳ヽ…ヽ い、
デフォルト設定ではCAPPIの鉛直方向の層の数が最大 20に抑えられています。   ミ
これを21以 上にしたい場合は、以下の変更を行なって下さい。
dra貴…1.12.1/lib/arraysize.hの2行日;

#  define       ARRAYSIZE       2

の値「2」を「3」「4」「5」のいずれかに変えてください。
(ヽarraySiZe.hの内容(シンプルです)を見れば、意味は分かると思い露R、___ヽヽヽ

ヽ例)Vis5d+が /uSr/10Ca1/viS5d+/以下に既にインストールされている場合、Dratの

cOnngure直前に以下のコマンドを入力しておきます;
(tcsh、cshの場合)                ,
$ setenv LDFLAGS  '一 L/usr/local/vis5d+/lib'

S setenv cPPFLACS '― 1/usr/loca1/vis5d十 /include/vis5d十 '

$ setenv LD_LIBRARY_PAttH /usr/10cal/vis5d十 /lib:$LD LIBRARY PAttH

(bashの場合)
$ export LDFLAGS='―L/usr/local/vis5d+/lib'

ぎ
ミ
ミ
‐　
‐
‐
‐

Vis5d十がすでにインストールされている場合
ヽヽヽヽヽヽ ヽヽヽ―――… …ヽ ヽヽ ヽヽヽ ヽヽ …

Vis5Dラ イブラリ等の設定を行つておくと、CAPPIの 3次元描画が利用できます。
(Vis5d十のインストール方法はこちら。)

$ export cPPFLAGS='― 1/usr/local/vis5d十 /include/vis5d+'
$ export LD LIBRARY PAttH='/usr/local/vis5d+/lib:$LD LIBRARY PA

lk_:
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環境変数設定

事前に自分の回グインシェルを確認する;

$ echo SSHELL

cshヂ条・・・・・・csh、tcsh

sh弄ミ・…・・・sh′kSh′bash′zsh

csh、tcshの場合 ;
～
/.CShrcに以下を記入する;

# MRI_draft_program                    ,
setenv  PAttH  ${PAttH}:/usr/local/draft/bin
setenv  MANPAttH  ${MANPAttH}:/usr/local/draft/man

設定を有効にする;

S source  /.cshrc

http://ste‖ar.Iowtem.hokudai.ac.jp/tech/dralt,

「mktemp」コマンドの重複を防ぐ
ヽヽヽヽヽ ヽ

通常のインストールでは、「mktemp」コマンドも作成されますが、大抵のLinux(Unix)

デイストリビューションでは最初から「mktemp」が備わつています。

$ which mktemp

で「/bin/mktemp」などと表示されれば、mktempコ マンドはその場所に存在します。こ

の場合、Dra貴が新たにmktempコ マンドを作成する必要は無いので、mktempが 作成
されないよう、conigureを変更します。

conigureの 4929行 目から;

if test ―d "$丁EMPDIR" ;then
rmdir $丁EMPDIR
else

ac_cv_prog_mktemp_d='no'
fi

を

if test―d"$TEMPDIR";then
rmdir $丁EMPDIR
ミC CW い汗やS 灘濠ミettp 優

翼
ず
Nesサ

else

ac_cv_prog_mktemp_d='no'
fi

とします。(1行追加 )
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bashの 場合 ;
～
/.baShrc(または

～
/.bash_prolle)に以下を記入する;

# MRI_draft_program
PAttH=$PAttH:/usr/local/draft/bin                                                         ′
MANPAttH=$MANPAttH:/usr/local/draft/man

設定を有効にする;

$ source  /.bashrc
($ source ～/i bash_profile)

オンラインマニユアル (man形 式 &html形 式)

各コマンドの詳細についてはそれぞれの日本語オンラインマニユアルをmanコ マンドで参照できるよう
になっています。

$ man cappi

などとすればマニユアルが読めるのですが、環境によっては日本語が表示されない場合があります。
この問題が発生した場合は、以下の通り実行すると解決する可能性があります。(Vine ttnux 2.6r4環

境で確認);

$ su
# cd /usr/1。ca1/draft/man/
# 田kdir ia
# cd j我/
# ln ―s ../man* ./

また、html形式のコマンド・リファレンスが

/uSr/loca1/d raft/share/draft/dOc/index.htnl]

にインストールされるので、これをNetscapeあるいはMozilla、Firefoxなどのブックマークに登録してお
くとよいでしょう。

[ここにも置きました。]

その他詳細は、ソースに同梱されている

INSttALL

dOC/HOW丁 oUse.txt

dOC/data_format.doc

dOC/binary_files.doc

dOC/filename.doc

dOC/t001S.txt

に書かれていますので、そちらを参考にしてください。

Windowsにインストールする

ソースに同梱されている「INSttALL」によると、事前にCygwinをインストールしておく必要があるとのこ
とです。CygWinのインストール(セットアップ)によって「WindOwsで動作するUNIX環境」が構築される
ので、このUNIX環境にLinuxへのインストールと同じ手‖贋でDra貴をインストールすることになると思い
ます。

/6 200R年 o2日 ,7日 1摯 4「
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低温研レーダーデータの変換方法 (IRIS→Dra貴)

Dra負フォーマットの詳細は、ソースに同4alされてむヽるdoc/data_brrnat.docをご覧下さい。

フオーマット変換後のデータファィルを格納するディレクトリ(フォルダ)を用意 ;

$ mkdir rtdata

‐IRIS RAW DAttA「H∪1*」(*:ヮイルドカード)から気象研Dra貴フォーマットヘの変換 ;

,  $ iris2draft ―1 2 -o 2 -d rtdata HUl*

オプション;
―i:入カファイル(lRIS RAW DAttA)のエンディアン方式。

1:big endian、2:little endian。(default=1)

はなヾいヽ ド…おステムでままざさ懇毯選択す慈 ぷヾ機)。
―o:出 カファイル(Dra貴フォーマットデータ)のエンディアン方式。

1:big endian、2:little endian。(default=1)

変換後のデータをLinux PCで扱う場合は「2」を選択する。

Su n Workstationで扱う場合は「1」を選択する。
―dデ ィレクトリ名 :出カファイルを格納するディレクトリ。

iris2dra貴の詳細なコマンドオプションは

S iris2drafL――help

あるいは

S man iris2draft

を参照してください。

rtdataディレクトリに

HUl***zep.rt(強度デ丁夕、R―theta座標系)
H∪]***vep.rt(速度データ、R―theta座標系)                    .
というような名前のファイルが生成されます。

ファイル名規則は「日時分秒_仰角(0.1度単位)zep.rt」。

詳しくは、ソースに同梱される

dOC/11ename.dOc(フ ァイル名規則説明)

dOC/data_format.doc(フォーマット解説)

を読んでください。

注意 :フオーマット変換によって、変換前よりもサイズの大きなファイルが生成される場合があります(約

10倍になるものもあります)。事前に保存先のハードディスク容量を確認しましょう。

Dra貴変換済データを加工 (PPI、CAPPI、など)&可 視化

Dra貴では、Dra貴フォーマット変換済レーダーデータから様々なプロダクトを編集・出力するためのツー

ルが多数用意されています。(オンラインマニュアル参照)

さらに、それらのデータを可視化 (GrADSま たは Vis5D、IDLを利用)するためのコマンドも用意されて
います。
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、可視化ソフトウェアのインストール
｀

:GrADSの インストール方法は こちら

i Vis5Dのインスト
ール方法は こちら

※ヽWindows版 のインストール方法は、各ソフトウェアの本家ホームページを参照してく
だヽさい。

代表的なものを以下にご紹介します。

R―Theta座標系データをGrADS極 座標系データセットに変換 ;

$ rt2grads Eoptions] 〈r―theta file〉

R―Theta座標系データを直交座標系(経度―緯度)データに変換 ;

$ rt2xy [options] くr―theta file>

直交座標系(経度―緯度)データをGrADS直 交座標系データセットに変換 ;

$ xy29rads [options] <x―y file>

1つ以上のR―丁heta座標系データからCAPPIデータを作成 ;
(注:各高度平面毎にスライスして出力されます)

$ cappi[options]―z〈nz〉lくzmin〉,くzmax〉 〈r―theta  file l>  [〈r―theta file 2〉 ...]

GrADSで クイックリレック;
(自動的にGrADSファイルが生成され表示されます)

$ view_radar [options] くr―theta file〉

optionについては、コマンド名のみ(rt2xy、宙ew_radarなど)を入力すると説明が表示されます。オンラ
インマニュアルも参照してください
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